
誘発眼振 生理的眼振

終末位（極位）眼振

視運動性眼振

先天眼振

自発眼振 病的眼振

振子眼振が多い

生後３～４ヶ

月頃の発症

律動眼振：速度増加型

潜伏眼振

顕性潜伏眼振

視力障害に伴う眼振(小眼球･

先天白内障･

全色盲･眼白子症）

（狭義）先天眼振

眼振阻止症候群

周期性方向交代性眼振

点頭痙攣

後天眼振

前庭眼振

解離眼振

輻湊後退眼振

シーソー眼振

薬物による眼振

律動眼振：速度減衰型

静止位を中心に向いた方向むき

振子様眼振

潜伏：開放眼向き 顕性潜伏：固視眼向き
急速相

律動眼振

補足）

固視眼に基底外方のプリズムを装用させると内斜視が増強する

内斜偏位の増強時に縮瞳がみられない

振子眼振

めまいを伴う

律動眼振：速度一定型

抑制
（斜視又は弱視眼）

両眼の運動の方向、振

幅、周期性が異なる眼振

中脳･小脳･脳幹部・末
梢前庭などに脳血管
障害など。

内側縦束（MLF）症候群

両眼球の律動的な内転と後退運動（４直

筋の同時収縮でMR が強い）
中脳背側症候群（parinaud 症候群）

中脳
両眼が交互に上下する振子眼振

（上転眼内方、下転眼外方回旋）
バルビタール･抗ヒスタミン薬・抗痙攣薬

水平性と垂直性の混合型

振幅の小さな律動眼振極側方視をさせた時

誘発原因
視線方向むき

動いて連続して現れる外界の刺激物を注視した時 律動眼振 刺激物と反対方向

律動眼振
左耳冷水＝右耳温水→右向き 左耳温水＝右耳冷水→左向き
両耳冷水→上向き 両耳温水→下向き

律動眼振 頭位の変換と反対方向？

律動眼振

眼振増強
眼振増強

末梢性

中枢性

水平回旋性、垂直回旋性

純回旋性

純水平性、純垂直性

純回旋性、斜行性

眼傾頭反応と似ている。障害部位同じ。

ｎeutral

眼

黒内障性眼振

（視力不良性眼振）

抑制 刺激

温度眼振

頭位変換眼振

なんらかの刺激
参）前庭眼（球運動）反射とは、人形の眼現象など。

EＯＧでの椅子を左右に動かすｄｏｔ ｏｎ ｗａｌｌや

ｄｏｔ ｏｎ ｃｈａｉｒは前庭眼（球運動）反射の検査。

外耳道に冷水又は温水を注入した時

頭位を急速に変換した時

前庭性眼振

上記の前庭眼振は前庭が
障害された場合。これは前

庭が作用して起こる眼振。

眼振の種類

図・表は藤山由紀子：視能学P458～459

から抜粋

中和してしまうので、目標物を輻輳眼位で見ることが不可能となるから

近見反応としての輻湊ではないから

*律動眼振=衝動眼振


